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【手続補正書】
【提出日】平成27年11月10日(2015.11.10)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　一つのマイクロレンズを共有する第１の画素および第２の画素を備えた撮像素子からの
信号を用いて位相差方式の焦点検出を行う焦点検出装置であって、
　前記第１の画素から得られた第１の信号の飽和検出を行う第１の飽和検出手段と、
　前記第２の画素から得られた第２の信号の飽和検出を行う第２の飽和検出手段と、
　前記飽和検出の後に前記第１の信号および前記第２の信号の輝度信号を生成する輝度生
成手段と、
　前記輝度信号に基づいて相関演算を行う演算手段と、を有することを特徴とする焦点検
出装置。
【請求項２】
　前記第１の信号、および、該第１の信号と前記第２の信号との加算信号である第３の信
号を順次入力し、該第１の信号と該第３の信号とを分離する信号分離手段を更に有するこ
とを特徴とする請求項１に記載の焦点検出装置。
【請求項３】
　前記信号分離手段により分離されて順次出力された前記第１の信号および前記第３の信
号のタイミングを合わせるように、前記第１の信号を記憶する記憶手段と、
　前記記憶手段から出力された前記第１の信号を前記第３の信号から減算することにより
前記第２の信号を算出する算出手段と、を更に有することを特徴とする請求項２に記載の
焦点検出装置。
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【請求項４】
　前記記憶手段は、複数の遅延素子を備えて構成される遅延ラインであることを特徴とす
る請求項３に記載の焦点検出装置。
【請求項５】
　前記第１の信号は、非破壊で前記撮像素子から読み出されることを特徴とする請求項１
乃至４のいずれか１項に記載の焦点検出装置。
【請求項６】
　前記第１の飽和検出手段は、前記第１の信号が所定のレベルを超えていると当該第１の
信号の飽和を検出し、
　前記第２の飽和検出手段は、前記第２の信号が所定のレベルを超えていると当該第２の
信号の飽和を検出することを特徴とする請求項１乃至５のいずれか１項に記載の焦点検出
装置。
【請求項７】
　前記相関演算の結果及び前記第１及び第２の飽和検出手段による飽和検出の結果に基づ
いて焦点検出を行う焦点検出手段を更に有することを特徴とする請求項１乃至６のいずれ
か１項に記載の焦点検出装置。
【請求項８】
　前記第１及び第２の画素は複数のカラーフィルタを備えることを特徴とする請求項１乃
至７のいずれか１項に記載の焦点検出装置。
【請求項９】
　前記複数の遅延素子は複数のカラーフィルタ毎に設けられることを特徴とする請求項４
乃至８のいずれか１項に記載の焦点検出装置。
【請求項１０】
　請求項１乃至９のいずれか１項に記載の焦点検出装置を有することを特徴とする撮像装
置。
【請求項１１】
　請求項１０に記載の撮像装置と、
　前記撮像装置に着脱可能なレンズ装置と、を有することを特徴とする撮像システム。
【請求項１２】
　一つのマイクロレンズを共有する第１の画素および第２の画素を備えた撮像素子からの
信号を用いて位相差方式の焦点検出を行う焦点検出方法であって、
　前記第１の画素から得られた第１の信号の飽和検出を行うステップと、
　前記第２の画素から得られた第２の信号の飽和検出を行うステップと、
　前記飽和検出の後に前記第１の信号および前記第２の信号の輝度信号を生成するステッ
プと、
　前記輝度信号に基づいて相関演算を行うステップと、を有することを特徴とする焦点検
出方法。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００９】
　本発明の一側面としての焦点検出装置は、一つのマイクロレンズを共有する第１の画素
および第２の画素を備えた撮像素子からの信号を用いて位相差方式の焦点検出を行う焦点
検出装置であって、前記第１の画素から得られた第１の信号の飽和検出を行う第１の飽和
検出手段と、前記第２の画素から得られた第２の信号の飽和検出を行う第２の飽和検出手
段と、前記飽和検出の後に前記第１の信号および前記第２の信号の輝度信号を生成する輝
度生成手段と、前記輝度信号に基づいて相関演算を行う演算手段とを有する。
【手続補正３】
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【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１２】
　本発明の他の側面としての焦点検出方法は、一つのマイクロレンズを共有する第１の画
素および第２の画素を備えた撮像素子からの信号を用いて位相差方式の焦点検出を行う焦
点検出方法であって、前記第１の画素から得られた第１の信号の飽和検出を行うステップ
と、前記第２の画素から得られた第２の信号の飽和検出を行うステップと、前記飽和検出
の後に前記第１の信号および前記第２の信号の輝度信号を生成するステップと、前記輝度
信号に基づいて相関演算を行うステップとを有する。
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